
【地域デザイン会議について】
本市では、参加と協働による地域課題の解決に向
けて、平成 18年から６期12年間にわたり「区⺠会
議」を設置していましたが、制度運⽤上の課題を踏ま
え、より多くの市⺠が関わり参加しやすい機会を拡充
するため、「区⺠会議」のリニューアルに向けた新しい
参加の場、また、区⺠による対話の場として、試⾏的
に開催するものです。

新たな“区における⾏政への参加の場”－川崎区地域デザイン会議－

【会議開催にあたって】
◎さまざまな区の課題の中で、特に取り組みたい題
材（課題・テーマ）を区が選定し、題材に応じた
関係者に参加を依頼したうえで、協議の場として
設定

◎議論する題材によっては、複数回を開催、会議の
実施形式は自由

◎区内外での横展開や団体間の連携を想定してつ
なぐ等、課題解決に向けた意⾒聴取等を実施

【本格実施に向けたスケジュール】

【流れ】
①外国⼈住⺠向けの講座や研修等の事業及び地域
防災活動、外国⼈向け情報発信について、説明

②各参加者から説明内容や防災に関して、普段から
感じていることなどについて、ご意⾒をいただく

③今後取り組んでいけそうなことについて、検討
④まとめ

【課題・テーマ】
地域課題のなかでも、川崎区は外国⼈住⺠が市内で

最も多い区として、外国⼈住⺠の地域での共生に向け、さ
まざまな課題に取り組んでいく必要があります。
今回は、防災という誰にでも⾝近なテーマを切り⼝として、
外国⼈住⺠に地域防災活動について知ってもらい、参加
していただくことにより、地域とのつながりをつくっていくことを
目的として、次のテーマを設定しました。

外国⼈の防災に関するニーズ（情報発信や訓練の実
施⽅法等）や地域の防災訓練等への外国⼈住⺠参
加への課題等について、意⾒交換を⾏い、外国⼈住⺠
の地域防災活動への参加を通じた地域とのつながりづく
りの手法等について検討します。



②外国人市⺠とともに考える防災フォーラム
令和４年３⽉６日にカトリック貝塚教会にて開
催し、２２名が参加。
【内容】
防災講座 （台風）、グループワーク、体験学習
（地震体験及び水消火器体験)、啓発品の配布。

川崎区は市内で最も多くの外国⼈市⺠が居住していることから、外国⼈市⺠を含めた
地域防災⼒の向上が課題となっており、例年、外国⼈市⺠⽀援団体等と連携し、教育
文化会館や川崎市ふれあい館、カトリック貝塚教会で、外国⼈向けの防災講座や訓練
を実施しています。

①識字学級での防災講座
令和４年３⽉１日と４日の２日間に分けて、
川崎市ふれあい館にて開催し、計２５名が参加。
【内容】
交通安全講座、防災講座 （台風）、グループ
ワーク（言語ごとに分かれてのグループ学習）、啓
発品の配布

川崎区における外国⼈向け防災講座等について

令和３年度の実施内容



防災講座の様子（川崎市ふれあい館）



防災フォーラムの様子（カトリック貝塚教会・貝塚公園）



地域防災活動について
【自主防災組織】
町内会やマンションの管理組合などの⾝近な組織で結成されていて、地域防災の基盤と
して、地域住⺠と⼀体になって防災活動や災害時の助け合いに取り組んでいる団体です。

主な活動内容
防災訓練
災害への備えのため、消火訓練や救出・救助訓練な
どの防災訓練を実施しています。

防災点検
浸水や倒壊の恐れのある場所など、町中にどんな危険
があるかを確認し、防災マップなどを作って日頃から安
全・安心な環境づくりに努めています。

啓発活動
防災講座や住⺠同⼠の話し合いを通じて、地域で災
害や避難について共通理解を深めています。 災害時には

避難所の運営、救助活
動や避難者の誘導、住⺠
の安否確認などの初期活
動、避難者への情報提供
などを⾏います。

▲防災訓練の様子



川崎区における外国⼈向け情報発信について
川崎区では、区ホームページなどで掲
載している外国⼈向けページをまとめた
ページを作成し、トップページにバナーを
掲載しています。



川崎市防災ポータルサイト
川崎市の防災に関する情報を確認できるページです。英語、中国語、韓国語で表示で
きます。ご自宅近くの避難所等の確認や、災害時には警報が発令されているかどうかの確
認もできます。


